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    第第第第３３３３章章章章        計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方    

１１１１        計画の基本理念計画の基本理念計画の基本理念計画の基本理念    

 
誰もが、住み慣れた地域で生き生きと暮らしていけるよう、市及び市社協では本計画を一体

的に策定しました。 

これまでの取り組みをさらに充実・発展させるため、市民、関係団体、ＮＰＯ、事業者、社

会福祉協議会、行政等、これらの多様な主体によるネットワークの力で課題を発見し、解決す

ることができる体制づくりや、一人ひとりがかけがえのない人間として尊厳を持って生きてい

ることを認識し、生きる力を高めあい、支えあうことのできるまちづくり、そして、ともに考

え、行動し、新しい参加とつながりを生み出すことができるしくみづくりに取り組む必要があ

ります。 

これらのことを踏まえて、第１次、第２次大津市地域福祉計画で掲げた基本理念「一人ひと

りを認めあい、支えあう、おおらかなまち“大津”」を踏襲するとともに、市社協が「大津市

社会福祉協議会第４次地域福祉活動計画」で掲げた理念「市民・当事者が主体の福祉のまちづ

くりを進めます」にあるよう、市民・当事者が主体の福祉のまちづくりをさらに推進し、地域

福祉をみんなで進めることができる社会の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりを認めあい、支えあう、 

おおらかなまち“大津” 

『おおらかなまち “大津”』とは？ 

大津は、母なる琵琶湖と、雄大な比良・比叡の山並みに囲まれた自然豊かな地域です。 

大津は、古くから城下町、宿場町、港町、門前町として栄えた歴史豊かな地域です。 

大津は、京阪神のベッドタウンとして、多様な世帯が移り住みやすい地域です。 

 

大津は、自然に恵まれ、歴史的に人や文化の交流が盛んであり、他を受け入れる“こころ”

のゆとりと人間性が豊かなまちです。このような心持ちをもつ“大津のまち”の特徴を表す

言葉として「おおらかなまち“大津”」と表現しました。 

 

※「おおらかなまち」という表現は、第 1 次大津市地域福祉計画策定の委員会で、柳田貞男委員（当

時「NPO 法人ふれあい大津」理事長）が、大津のまちを紹介するときに発言されたものです。

その後、この表現が、計画の理念の中で活用されることとなったという経過があります。 
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２２２２        計画の基本目標計画の基本目標計画の基本目標計画の基本目標    

第２次大津市地域福祉計画、大津市社会福祉協議会第４次地域福祉活動計画を推進する中で

の課題や方向性を市、市社協がともに共有し、第２次大津市地域福祉計画の５つの基本目標及

び、大津市社会福祉協議会第４次地域福祉活動計画の４つの目標を整理し、３つの基本目標を

設定しました。 

 

 

多様なネットワークの力で市民のニーズを広く受け止め 

解決する体制づくり 

 

市や市社協がともに、地域で活動する団体等のまちづくりに関係する人々や組織との協働に

より、社会の変化に伴う新たなニーズや問題を早期に発見し、既存の制度では対応しきれない

問題を解決することができる体制づくりに取り組みます。 

また、検討事例や研修を通じ、職員のスキルアップを図り、多様化・複雑化する相談への対

応に必要不可欠な関係機関や民生委員児童委員とのネットワーク体制をさらに強化すること

で相談受付・対応力の向上を目指します。 

 

 

一人ひとりが生きる力を高めあい支えあえる 

地域コミュニティづくり 

 

市民一人ひとりが、福祉はすべての人に関わる問題であるという認識を深めるとともに、身

近な場所で福祉を学び、ともに理解や共感ができる機会や場を提供します。また、一人ひとり

が生きる力を高め、小地域での見守りや支援が必要な人の把握に努め、日頃から地域で支えあ

うことができるまちを目指します。 

さらに、災害や緊急時に対応するための基盤として、平常時から地域が一体となった安心・

安全の確保に関する取り組みを進め、環境やしくみの構築に取り組みます。 

 

 

 

新しい参加とつながりを生み出すしくみづくり 

 

多様な組織・団体の多角的な視点からの協力と、ボランティアやＮＰＯとの連携により地域

福祉活動がより活性化するとともに、市内の多様な組織との協働関係をより深める取り組みを

進めます。 

また、地域で中心となって活躍できる人材の育成や活用を推進するため、地域のふれあいや

交流できる場づくりとともに、さまざまな地域活動へ中高生や大学生が参加するなど、新たな

参加やつながりを生み出すしくみづくりに取り組みます。 

 

基本目標 １ 

基本目標 ２ 

基本目標 ３ 
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■前回計画からの基本理念・基本目標の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

一人ひとりを認めあい、 

支えあう、おおらかなまち“大津” 

目標１ 

市民のニーズを広く受けとめ

対応します 

目標３ 

市民が創る組織との協働 

関係を深めます 

計画の理念 

市民・当事者が主体の 

福祉のまちづくりを進めます 

目標２ 

市民一人ひとりが生きる力を

高めあう関係づくり 

基本目標１ 

安心して相談できる 

しくみづくり 

基本目標３ 

一人ひとりを認めあい地域で

支えあうまちづくり 

基本理念 

一人ひとりを認めあい、 

支えあう、おおらかなまち“大津” 

基本目標２ 

多様なネットワークの力で 

問題を解決していけるしくみづくり 

第３次大津市地域福祉計画・ 

第５次大津市社会福祉協議会 

地域福祉活動計画 

大津市社会福祉協議会 

第４次 

地域福祉活動計画 

第２次 

大津市地域福祉計画 

目標４ 

見える社会福祉協議会に 

なります 

基本目標４ 

新しい参加とつながりを生み

出すまちづくり 

基本目標５ 

地域福祉を市民と行政が 

協働して進めるしくみづくり 

基本目標１ 

多様なネットワークの力で多様なネットワークの力で多様なネットワークの力で多様なネットワークの力で    

市民の市民の市民の市民のニーズを広く受けニーズを広く受けニーズを広く受けニーズを広く受け    

止め解決する体制づくり止め解決する体制づくり止め解決する体制づくり止め解決する体制づくり    

 

基本目標２ 

一人ひとりが生きる力を一人ひとりが生きる力を一人ひとりが生きる力を一人ひとりが生きる力を    

高め高め高め高めあい支えあえるあい支えあえるあい支えあえるあい支えあえる    

地域コミュニティづくり地域コミュニティづくり地域コミュニティづくり地域コミュニティづくり    

基本目標３ 

新しい参加とつながりを新しい参加とつながりを新しい参加とつながりを新しい参加とつながりを    

生み出すしくみづくり生み出すしくみづくり生み出すしくみづくり生み出すしくみづくり    
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３ ３３３
    

    
施

策
体

系
施

策
体

系
施

策
体

系
施

策
体

系
    

こ
の

計
画

の
施

策
体

系
を

次
の

よ
う

に
設

定
し

ま
す

。
 

                        

 
 

一
人

ひ
と

り
を

認
め

あ
い

、
支

え
あ

う
、

お
お

ら
か

な
ま

ち
“
大

津
”
 

多
様

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

力
で

市
民

の
ニ

ー
ズ

を
 

広
く

受
け

止
め

解
決

す
る

体
制

づ
く

り
 

市
や

市
社

協
、

地
域

で
活

動
す

る
人

々
な

ど
と

の
協

働
に

よ
り

、
問

題
を

早
期

に
発

見
し

、
既

存
の

制
度

で
は

対
応

し
き

れ
な

い
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

体
制

づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
相

談
受

付
・

対
応

力
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
 

一
人

ひ
と

り
が

生
き

る
力

を
高

め
あ

い
 

支
え

あ
え

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

 

地
域

住
民

が
、

福
祉

に
つ

い
て

理
解

・
共

感
が

で
き

る
機

会
や

場
を

提
供

し

ま
す

。
さ

ら
に

、
平

常
時

か
ら

関
係

機
関

や
地

域
と

の
連

携
を

推
進

し
、

災
害

や
緊

急
時

に
対

応
す

る
た

め
の

環
境

や
し

く
み

の
構

築
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

新
し

い
参

加
と

つ
な

が
り

を
生

み
出

す
 

し
く

み
づ

く
り

 

 
基
本
目
標
３

    

市
内

の
多

様
な

組
織

と
の

協
働

関
係

を
よ

り
深

め
る

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

 

ま
た

、
地

域
で

中
心

と
な

っ
て

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

や
活

用
を

推
進

し
、

新
た

な
参

加
や

つ
な

が
り

を
生

み
出

す
し

く
み

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

重
点
項
目
３

    新
た

な
参

加
を

生
み

出
す

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

セ
ン

タ
ー

の
取

り
組

み
 

 

３
－

１
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

活
動

の
推

進
 

市
 

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

N
P
O

の
活

動
の

場

を
充

実
し

ま
す

 

市
社

協
 

①
市

社
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の

機
能

の
充

実
に

努
め

ま
す

 

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
と

の
連

携

の
場

を
つ

く
り

ま
す

 

３
－

２
 

新
し

い
参

加
者

を
巻

き
込

ん
で

い
く
取

り
組

み
の

推
進

 

市
 

①
誰

も
が

参
加

し
や

す
い

場
づ

く
り

を

進
め

ま
す

 

市
社

協
 

①
退

職
シ

ニ
ア

の
参

加
促

進
を

図
り

ま

す
 

②
若

者
の

参
加

促
進

を
図

り
ま

す
 

３
－

３
 

地
域

で
活

動
し

て
い

る
人

や
団

体
の

新
し

い
つ

な
が

り
づ

く
り

 

市
 

①
住

民
自

治
組

織
・

各
種

団
体

等
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

 

市
社

協
 

①
学

区
社

協
地

域
福

祉
活

動
計

画
作

成

を
通

し
て

つ
な

が
り

を
広

げ
ま

す
 

②
社

会
福

祉
施

設
・

団
体

・
事

業
所

と

の
連

携
を

図
り

ま
す

 

３
－

４
 

地
域

福
祉

を
協

働
で

進
め

る
取

り
組

み
の

推
進

 

市
 

①
協
働
に
向
け
た
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

 

②
協

働
で

取
り

組
む

事
業

を
進

め
ま

す
 

市
社

協
 

①
社

会
福

祉
法

人
と

の
連

携
と

支
援

に

取
り

組
み

ま
す

 

②
大

学
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

 

③
企

業
な

ど
と

の
連

携
に

よ
る

取
り

組

み
を

進
め

ま
す

 

 

 

２
－

１
 

福
祉

学
習

の
推

進
 

市
 

①
福

祉
学

習
の

場
を

広
げ

ま
す

 
市

社
協

 
①

新
た

な
福

祉
学

習
の

開
発

に
努

め
ま

す
 

②
地

域
の

中
で

福
祉

を
学

べ
る

場
を

増

や
し

ま
す

 

２
－

２
 

生
き

る
力

を
育

む
場

づ
く
り

 

市
 

①
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
新

た
な

活

動
を

推
進

し
ま

す
 

市
社

協
 

①
一

人
ひ

と
り

の
受

援
力

を
高

め
る

と

と
も

に
、

地
域

で
助

け
あ

え
る

関
係

づ
く

り
を

進
め

ま
す

 

②
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

あ
わ

せ
た

新
し

い

し
く

み
を

つ
く

り
ま

す
 

２
－

３
 

小
地

域
に

お
け

る
福

祉
の

ま
ち

づ
く
り

の
基

盤
強

化
 

市
 

①
学

区
社

協
の

活
動

が
充

実
す

る
よ

う

支
援

し
ま

す
 

②
自

治
会

等
の

活
性

化
を

支
援

し
ま

す
 

市
社

協
 

①
学

区
社

協
の

運
営

と
活

動
へ

の
支

援

を
行

い
ま

す
 

②
福
祉
委
員
の
役
割
の
明
確
化
を
図
り
ま

す
 

２
－

４
 

災
害

時
に

も
強

い
支

援
体

制
づ

く
り

 

市
 

①
災

害
時

に
も

支
え

あ
え

る
し

く
み

を

つ
く

り
ま

す
 

市
社

協
 

①
常

設
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー

の
充

実
を

図
り

ま
す

 

②
地

域
の

力
を

活
か

し
た

災
害

時
の

体

制
づ

く
り

に
努

め
ま

す
 

 

 

１
－

１
 

情
報

を
必

要
な

人
に

届
け

る
取

り
組

み
の

充
実

 

市
 

①
福

祉
情

報
を

よ
り

わ
か

り
や

す
く

届
け

ま
す

 
市

社
協

 
①

本
当

に
必

要
な

人
の

手
元

ま
で

福
祉

情
報

を
届

け
る

工
夫

を
し

ま
す

 

１
－

２
 

市
民

が
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

と
よ

り
積

極
的

な
ニ

ー
ズ

の
把

握
 

市
 

①
地

域
で

、
気

軽
に

相
談

で
き

る
環

境
（

場
）

を
整

備
し

ま
す

 

②
相
談
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
連
携
体
制
を
つ
く
り
ま
す

 

市
社

協
 

①
地

域
に

出
向

き
課

題
の

掘
り

起
こ

し
（

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

と
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

に
努

め
ま

す
 

②
相
談
機
関
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
ま

す
 

１
－

３
 

相
談

を
受

け
止

め
、

対
応

す
る

力
の

向
上

 

市
 

①
相

談
に

関
わ

る
人

々
の

相
談

力
を

高
め

ま
す

 
市

社
協

 
①

地
域

の
中

で
の

相
談

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
 

１
－

４
 

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

力
の

高
い

専
門

職
の

充
実

 

市
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

生
活

支
援

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

が
充

実
す

る
よ

う
支

援
し

ま
す

 

市
社

協
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

生
活

支
援

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
充

実
と

質
の

向
上

を
図

り
ま

す
 

１
－

５
 

権
利

擁
護

支
援

の
充

実
 

市
 

①
地

域
の

権
利

擁
護

体
制

を
整

備
し

ま
す

 

②
成

年
後

見
制

度
・

地
域

福
祉

権
利

擁
護

事
業

の
利

用
を

促
進

し
ま

す
 

③
虐

待
の

防
止

と
対

応
の

充
実

を
図

り
ま

す
 

④
困
難
を
抱
え
る
人
々
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す

 

市
社

協
 

①
そ

の
人

ら
し

く
地

域
で

生
活

す
る

た
め

の
権

利

擁
護

の
し

く
み

づ
く

り
に

努
め

ま
す

 

②
権
利
擁
護
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
 

１
－

６
 

大
津

市
に

お
け

る
地

域
包

括
ケ

ア
体

制
の

構
築

 

市
 

①
介

護
保

険
制

度
に

お
け

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

推
進

し
ま

す
 

②
す

べ
て

の
市

民
が

必
要

な
ケ

ア
を

包
括

的
に

受
け

ら
れ

る
体

制
を

検
討

し
ま

す
 

市
社

協
 

①
誰

も
が

参
加

で
き

る
地

域
包

括
ケ

ア
に

向
け

た

地
域

力
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

 

②
地

域
で

の
助

け
あ

い
、

支
え

あ
い

活
動

の
把

握
と

連
携

の
充

実
に

努
め

ま
す

 

 

 
方
向
性
と
取
り
組
み

    

 
基
本
目
標
２

    

重
点
項
目
２

    生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業
の

推
進
 

 
方
向
性
と
取
り
組
み

    

 
基
本
目
標
１

    

 

重
点
項
目
１

    総
合

相
談

窓
口

の
体

制
整

備
 

 
方
向
性
と
取
り
組
み

    

基
 
本

 
理

 
念

 




